
株式会社Robot Consultingは「メタバースHP」と「メタモー
ル」の展開で、 メタバース事業とWeb3のプロジェクトを推進
してまいります。

メタバースでの⼠業サービスを展開する株式会社Robot Consulting（本社：東京都港区、代表取締役：

横⼭ 英俊、以下「ロボットコンサルティング」）は、メタバースの発展に注⼒し、「メタバースHP」と

「メタモール」の展開で企業のメタバース事業とWeb3のプロジェクトを推進してまいります。

■ メタバースHPとは？

メタバースHPでは、メタバース（仮想）空間を散策しながら弊社の情報やサービスに触れていただけま

す。⼤きく４つのルーム「労務ロボ」「弁護ロボ」「会社年鑑」「NFT商品」があり、アバターを動かし

てそれらのルームを移動することでただHPを⾒るのではなく、メタバース（仮想）空間を体験しながら

弊社の情報を知ることが可能となっています。
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従来のホームページでは、テキストと静⽌画で構成された平⾯的なページを上下にスクロールもしくは

項⽬をクリックすることでお客様に情報を⾒ていただいていましたが、メタバースHPでは、スクロール

ではなくアバターを使⽤した「空間内の移動」で弊社情報を⾒ていただけるようになっています。

このようなサービスを通して弊社では、企業のメタバース事業への参⼊、そしてメタバース業界のさら

なる発展に貢献してまいります。

以下URLより、弊社のメタバースHPの体験が可能です。ぜひご確認ください。

メタバースHPの体験はこちら↓

https://metaverse-hp.robotconsulting.net/

■メタモールとは？

メタモールは、株式会社メタロポリスとの共同事業のメタバース上のショッピングモールです。多種多

様な店舗が並んでいる中、ユーザーは現実のショッピングモールを歩くようにお店の3D商品を様々な⾓

度から楽しむことができ、リアルに近い購⼊体験が可能です。

気になった商品はメタモールからECサイトへ遷移して購⼊が可能となっています。

今後はメタバースモール内で商品を購⼊して、アバターへの着せ替えなどアップデート予定です。

メタバースモールの体験はこちら↓

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.DefaultCompany.ANZ

https://metaverse-hp.robotconsulting.net/
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.DefaultCompany.ANZ


メタバースに注⽬が集まる今、業界問わず幅広いジャンルの企業がメタバース事業への参⼊を発表して

います。ただ、メタバースは新たなビジネス領域であることからまだまだ参⼊障壁は⾼く、「どうメタ

バース事業に参⼊すればいいかわからない」「そもそもメタバースとはなんなのかイメージが定まらな

い」といった企業も多いと思われます。そんな企業に対して、メタバース事業への参⼊の第⼀歩になる

ようなサービスを展開し、そしてメタバース業界全体の発展にも繋がるよう「メタバースHP」「メタモ

ール」はじめ、今後も様々なサービスや取り組みを続けてまいります。

【会社概要】

会社名：株式会社Robot Consulting

所在地：東京都港区新橋5丁⽬22番6 ル・グラシエルBLDG.2 6階

代表取締役：横⼭ 英俊

設⽴：2020年4⽉

URL：https://robotconsulting.net/

事業内容：メタバース上での⼠業プラットフォーム開発、AIを⽤いたソフトウェア開発及び販売、ロボッ

ト等の企画、研究、開発、製造、販売、修理、ロボット等のシステム商品化及び利⽤普及の促進

Robot Consultingのプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/87375

【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社Robot Consulting

TEL：03-6280-5477 営業時間：平⽇ 10:00〜18:00 ※⼟⽇祝を除く

Mail：info@robotconsulting.net
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